
国連SDGsが示すように、「サステイナビリティ（持続可能性）」は、分野を

こえて、私たち社会全体の目標となってきています。

この社会学部学術講演会では、日本初の「環境生協」を滋賀県で立ち上げ、そ

の後「菜の花プロジェクト」を全国的に展開し、3.11以降は福島県での菜種栽培

を通じた地域再生に取り組んでいる藤井絢子さんを講演者としてお迎えします。

藤井さんの活動の原点は、学生時代、故・石牟礼道子の『苦海浄土』との出会い

を機に身を投じた水俣病闘争にあります。

当日は、持続可能な社会の鍵となる「地域の自立・自律」について、ご自身の

あゆみをふりかえりつつ、お話しいただきます。

自立・自律した地域社会をめざして
～水俣病闘争から菜の花エコ革命へ～

日 時： 2018年5月25日（金） 13時00分～14時30分（第3時限）
場 所：第3学舎A101

講演者：藤井絢子さん
（NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）
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